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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月29日(2016.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の圧電セラミック層が積層された圧電セラミック積層体と、
　前記圧電セラミック層間に設けられた内部電極と、
　前記圧電セラミック積層体の貫通孔内に設けられ、前記内部電極に接続された貫通電極
とを備え、
　前記内部電極は、前記貫通電極の直下に非形成領域を有していることを特徴とする圧電
アクチュエータ基板。
【請求項２】
　前記内部電極の上下に位置する前記圧電セラミック層が、前記非形成領域を介して相互
に接続していることを特徴とする請求項１に記載の圧電アクチュエータ基板。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の圧電アクチュエータ基板と、
　該圧電アクチュエータ基板が積層された流路部材と、
　前記圧電アクチュエータ基板に電気的に接続されたフレキシブルプリント回路基板とを
備えていることを特徴とする液体吐出ヘッド。
【請求項４】
　前記圧電アクチュエータ基板と、前記流路部材とが接着されていることを特徴とする請
求項３に液体吐出ヘッド。
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【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の液体吐出ヘッドと、
　記録媒体を搬送する搬送部と、
　前記液体吐出ヘッドの動作を制御する制御部とを備えており、
　前記液体吐出ヘッドは、前記記録媒体の搬送方向に交差する方向に往復移動するように
制御されることを特徴とする記録装置。
【請求項６】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の液体吐出ヘッドと、
　記録媒体を搬送する搬送部と、
　前記液体吐出ヘッドの動作を制御する制御部とを備えており、
　前記液体吐出ヘッドは、前記記録媒体の搬送方向に交差する方向において固定されてい
ることを特徴とする記録装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の圧電アクチュエータ基板は、複数の圧電セラミック層が積層された圧電セラミ
ック積層体と、前記圧電セラミック層間に設けられた内部電極と、前記圧電セラミック積
層体の貫通孔内に設けられ、前記内部電極に接続された貫通電極とを備え、前記内部電極
は、前記貫通電極の直下に非形成領域を有していることを特徴とする。


	header
	written-amendment

